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    令和７年（２０２５年）度 

認定こども園大口幼稚園 自己評価 

 

１ 教育目標                       

・やさしく  かしこく  たくましく 

    「一人ひとりを大切に、神さまと人々から愛される人に」 

２ 保育目標 

   ①自分で考える思考力を養う。 

   ②自分のことは自分でする。自立性（自主性）を芽生えさせ、伸ばします。 

③万物の創造者である神を憶え、人への思いやりや父母への感謝を学び、感  

      性を育てます。                                       

３ 取り組みの状況 

   評 価 項 目            取 り 組  み  状  況 

Ⅰ  保育の計画性 

 

 

 

 

 

 A 
 

 

 

年間の保育目標をたてて、年齢に合った子どもたち

の発達の状況に応じた保育ができるようにしている。 

 また、日々の記録をとり、子どもの実態を把握し日

案、週案、作成し一人一人に応じた保育計画に基づい

た実践を行っている。 

Ⅱ 保育の在り方、 
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職員会議や職員研修の事例検討会を通して子ども

の課題を共有して、具体的な解決策を話し合いながら

共通の支援を行うようにしている。 

 特別な支援・配慮を必要とする子どもたちについて

は、職員会議の事例検討会で課題を明確にし、具体的

な支援について、情報を共有している。園長を中心に、

担任や保護者や関係機関とケース会議や移行支援シ

ート等を活用した支援を行っている。 

Ⅲ 保育教諭として 

資質や能力・良識 

  ・適正の確保 

 

 

 

 B 
 

職員研修や園外の研修会、キャリアアップ研修等を

通して、資質向上を図っている。保育と並行した研修

会への参加が課題である。 

高い人権意識をもった保育について、職員研修を通

して知見を高めている。 

Ⅳ 保護者への対応 

 や共通理解 
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お便り帳や送迎時、電話連絡の機会を設けて、保護

者と共通理解を図るようにしている。 

教育懇談や保育参観等の機会を捉えて、常に連携を

とりながら対応している。 

子育ての不安を感じたり、悩んだりしている保護者

に寄り添い、思いを共有できるように、支援に努めた。 

 ホームページを活用し、子どもたちの様子について

情報発信を行った、 
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４ 今後、取り組むべき課題 

・ 認定こども園としての保育園的要素である、未満児の０～２歳児の保育につ

いて、キャリアアップ研修等への参加に努め、保育に還元する。 

・ 伊佐市の学部講師による研修を通して、幼稚園教育要領・保育所保育指針・

幼保連携型認定こども園教育・保育指針や発達段階に基づいた保育の在り方に

ついて学び、実践につなげる。 

・ 特別な支援が必要な園児に対してチームでの支援体制を確立する。 

※ 発達検査等に基づいた具体的な支援の検討 

  ※ 行政、福祉、療育機関等とのケース会議の実施 

    ※ 教育懇談を活用した移行支援シートの作成と支援の場と内容の明確化 

 ・ 登降園システムの導入に伴う、ＩＣＴの積極的な利用と活用について、職員研

修や職員の相互研修の実施 

  

５ 学校関係者評価の結果 

・ 大口聖公会の理事、学識経験者等５人による学校関係者を実施した。 

  全員、２０２５年度の取組については、概ね達成したとの評価を得た。 

  少子化に伴う、園児減少が課題となっており、引き続き魅力ある園の経営に

向けた努力について意見が挙げられた。 

 



2025年度 保護者評価 

認定こども園大口幼稚園 

Ⅰ 毎日の保育について 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 



Ⅱ  保護者対応について 

 
 

 

 

 

 



Ⅲ   園運営について 



 
 

【課題と今後の改善策】 

・ 「実践できていない」の回答については、登園しぶりがある園児の保護者である。 

  発達の特性があり、家庭では「行きたくない」と訴えるが、登園後は生き生きと活動 

し、「楽しい」という発言も多く見られる。母親が母子分離できず受け入れをする職員 

を毎日固定してほしいという要求も見られる。合理的配慮の範疇を超えた要求について 

は実施が難しいことを伝えつつ、個に応じた対応を行ってきており、引き続き丁寧に対 

応していきたい。 

・ 園運営に案する情報発信等に関しては、個人情報に留意しながら感染症等の発信を

行っている。次年度から導入する登降園システムによるＩＣＴを活用しながら今後も

速やかに情報発信に努めたい。 

・ 全体としては、概ね高い評価となった。職員研修等を通して、引き続き職員の資質

向上に努めるとともに、情報発信や情報共有に努めたい。 



2025年度 職員自己評価 

認定こども園大口幼稚園 

 

保育目標・教育方針に関して 

 

 

 
 

 



 

教育課程・指導計画に関して 

 

 

 
 

環境整備に関して 

 



 

 

 



 
保育・教育の充実に関して 

 

 



 

 
職員の資質・能力向上に関して 

 



 

 

 
安全管理体制の設備 



 

 

 



 
子育て支援に関して 

 
保護者との連携に関して 

 



 
運営管理に関して 

 

 



 
園長の運営に関して 

 
・ 職種や職歴により、回答に個人差が見られた。子どもたちが安心・安全に過ごせる 

ような、保育環境の更なる整備について努力していきたい。 

 ・ 職員研修や事例検討会を通して、共通理解に基づいた指導・支援の一貫性・継続性 

について、更なる資質の向上を図りたい。 

 ・ 特別な支援が必要な子どもたちについて、子どもたちにとって、具体的で分かりや

すい保育環境や支援の在り方について知見を高めるとともに、ユニバーサルデザイン

に基づいた、みんなが分かりやすく便利で過ごしやすい環境づくりにも力を入れてい

きたい。 

 ・ キリスト教保育の基軸である、「一人一人を大切に」精神を今後も大切にしていき

たい。 


